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り設立された財団法人および社団法人を対象とした会計基準である。その他，  
政府関係特殊法人宗教法人 さらには社会福祉法人の会計なども，種々の理  






















（2）私学に対する国庫補助の開始   
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そこで，私立学校，特に私立大学の財政を観察し，私学財政の今日の状況と  










1．フローの側面（消費収支計算畜）からの分析   
2．ストックの側面（貸借対照表）からの分析  
Ⅲ 日本私立大学連盟財政白書による分析  
まずほじめに，L」本私立大学連盟（以卜，私大連盟と呼ぷ）の，国庫助政対  
策委員会財政部会による，いわゆる「財政自省」の行っている財政分析をみて  







非常に重要な意義を持つといえよう。   
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私大連盟のl■財政自番」ほ，昭和47年度に第1回の分析が公表されて以来，  
59年度まで，12何の自書が公表されている。以下，これまでの自薔を示してお  
くと次のようなものがある。   
第1号 「私立大学財政のひずみ」（昭47．11）   
第2号 「私立大学財政の現状と問題ノ点」（昭49．3）   
第3号 「窮迫する私立大学財政」（昭50．2）   
第4号 「転機に立つ私立大学財政」（昭50．11）   
第5号 「私立大学教育の充実と向上のために＿j（昭50．11）   
第6号 「明日を模索する私立大学」（昭53．5）   
第7号 「教育研究条件改善への努力」（昭54．9）   
第8号 「茨の道叫教学条件の改善と財政の悪化」（昭55．7）   
第9号 「私大教学の前進を阻む艶」（昭56．8）   
第10号 「高等教育費のあり方と私学財政」（昭57．3）   
第11号 「国の将来のた捌こ一高等教育における私学助成」（昭58．7）   
第12号 「教育研究改善の道険し」（昭59．7）  
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次に消費収入と消費支出の構成比率の推移を，第1図の通り示している。   
第1囲にもとづき，59年度白串は次の点を指摘している○  
（1）学生納付金の伸び率は依然として減少  
学生納付金の増加率ほ，毎年低下しており，57年度は過去5年間で最低の伸   
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び（10．3％）である。ここ数年，私立大学ほ学費値上げに供重となり大幅値上  
げほ抑制される傾向にある。  
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第1表 昭和5丁年虔加盟大学基本金絶入執の内訳（法人総額）  
（単位：百万円）  
74  




得 額1 85，143  ??? ? ?????????????
斬 （△）㌔ △ 2・871】  
額（△）L △21・654i  
f竺竺 
一 
子 35，431  












街 （△） △1・929  
組 入 額  28，273  ??
唇常的に保持すべき支払資金  
現  物  寄  付  
??????
来航 入分 の 当 期 組 入 等  26．452  ??
離鮎禁断欝当期取得の施設設き△10・916   
合  計  139，116  邑5．9％   
14．1％  
???
22，876  特  定  基  本  金  合  
当 期  基  應  金  組  入  
（資料：私大連重臥59年．p．4）  







期に・いわゆる「先行組入」として一般基本金に組入れることが積極附こ行わ   
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あたらない，としている。〔私大連盟，59年，p．5〕   
基本金組入額のうち，資金の形腰で親入れられる，恒常的支払資金（3．7％）  
や，特定基本金（14．1％）の妥当性については，59年度自書では言及がされて  
いない。   
2 ストックの側面からの分析   
次にストックの側面から，大学財政をみてみることにする。59年度自浄札  
57年度の財政状態について，第2表のように示している。なお，貸借対照表も，  
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第2褒 貸借対照表（法人総執）昭和開年3月31日現在  







区  分  区  分  
固 定 負 債】  固  定  資  産ll，771，002l170，341  
有 形 固 定 資産11，252，糾  長 期 借 入 金  
（私学振興財団借入金）  
（その他の借入金）  
学   校   債  
退職給与引当金  
そ  の   他  
101，221  
土  地  
建  物  































借   地   権  
電 話 加 入 権  






119，056   
9，298   
399，200   
309，863 45，849   
2，037  
1，703  










長 期 貸 付 金  
退職組与引当特定預金  
その他の引当特定預金   
特定基本金引当資産  
そ  の  他  
流  動  資  産   
現 金・預 金   
未 収 入 金   
貯  蔵  品   
短 期 貸 付 金   
有 価 証 券   
そ  の  他  
＿＿i＿ －・一一－－－－－・‾  
22，127  




基 本 金（一  
般） 特 定 基 本 金  1，412．889 124，922  
上1ヲ3‥ 
、 1…：芸…ll聖旦＿竺旦冬空  
l  
ト ≡∴丁こ≡こコ＝ご÷・ご三：  
生▲」2・170・202‡  軋云37 合   
（資料：私大連l臥59年．p．17）  
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第3表 貸借対照表財務比率の推移  









固 定 資 産  










6          61．53  
・×100％／  
（3）  流 動 比 率   
総負債比率   

























なデータを示している。   
これらの比率について，自書は，各々の比率の適正値が不明なので評価する  
ことはできないが，57年度までは全体の債向として改善の方向に進んできたと  
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1 フローの側面からの分析   











々着実に上昇し・58年虔には18．9％となった。管理経熟も はぼ横ばいであ  
る。   
基本金絶入比率は，56年度までほ20％台で推移していたが，57～58年度では  
19％台に低下している。  
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第2鼠 大学法人消暮収支計算暮の対帰属収入比率年度別推移（昭和糾～58年庚）  
単位：％  
国学生生徒等納付金 団補助金 団寄付金 ∈ヨ革菓収入  
国資産運用収入  ⊂コその他  
囚人冊 固桝研究甜 旺ヨ開披★  巳ヨ借入金等利息  
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△3．0   
国詔固定負債 匪詔流動負債 団基本金 ∈ヨ洞徴収支差額  
（資料：私学振興財l軋60年，p．9）  
2 ストックの側面からの分析  
貸借対照表構成比率の推移を示したのが，第3図である。  
固定資産の内訳では，有形固定資産の比率が年々低下し，その他の固定資産  
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の比率が上昇している。有形固定資産の構成比率は，54年度61．3％であったも  
のが，年々低下し，58年度には58．5％となっている。これに対して，その他の  





退職給与引当特定預金111億円（＋6．1％）となっている。   
財団は，これらいわゆる金融資産の増加について，次のような解説をしてい  
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58年度には68．1％となっている。基本金の構成比率は総資産の71．1％を占める  
までになった。   
財団は，私立大学の財政のストックの側面に関して次のようにまとめてい  
る。〔私学振興財団，p．10〕   
「資産のうちその他の固定資産，特に引当特定預金等の増加が続いており，  
また負債の構成比率の低下および基本金や自己資金の着実な増加などが注目さ  
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が，ここでは「帰属収支差額」と呼んでおこう。   
この帰属収支差額の分布状況（56年度）をあらわしたものが，第4表であ  
る。帰属収入超過率が50％以上の大学が33校のなかで3校あり，金額的にも50  
億円以上超過している大学が3校ある，と指摘している。   
50年度と比較すると，調査対象となった学校法人の寄付金収入は減少し，学  
第l表 基本金雑入れの状況（昭和糾～弼年度年平均）  
（鳩壌収入に対ナる基本金新入概の割合肌分布）   （鼠本金組入硯別分布）  
－－  
▼・，n－一一イーー■一一【▼一－－一－【■一一、】一■〉一一一・▲・▼ 一  一 ←■ ‾▼ 
、 区分■  
構成比－†組入所  
学校数き構成比  区分）     ＿＿一Wニー 過星型倉＼、＼＼  学校数  




50％以上  L  2 6．1Ⅰ 50億円以上  
?????
?
2 , 6.1 1 30 ～ 50  40 ～ 50  
30 ～ 40  
20 ～ 30   





20 ～ 30  
10 ・－ 20  
5 ～ 10  
5低円未満  
4；  12．1  
11 33．3  
33  100．0  計  
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る，としている。〔行管庁，p．9〕   
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第5表 自己半金の劃合別分布状況  
85  
年度  
∃皇絆   
区分  
鮒  ％ 以上  
70  80  
60  ～  70  
50  ′－  60  
40  ～  50  
40  ％  未満  
計  
（熱料：行管庁．60年．p．13）  
昭和 50  
法人数座成比  
、 
1  3・鴫          3．0％  









21．2   
9．1   
3．0   
100．0   
????
5 ∈   15．2  
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「学校法人は，各年度における消費収支の持続的な均衡をはからなければな  
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くなっていることに，大きな特徴がある。   
暮雪文献  
1学校法人財務基準調査研究会「学校法人財務基準調査研究会報告」昭和45年5月  
2 行政管理庁行政監察局編「私学経営の現状と問題点」大蔵省印刷局 昭和58年   
8月  
3 高瑞膏之助，青木茂丸薬山益太肌村山徳五郎著「学校法人余計制度の基中一日   
本会計研究学会スタディ・グループ報告」国元書房 昭和8年  
819   
早稲田商学弟314・315合併号  88   
4 日本私学振興財団編「今日の私学財政」（昭和54年～58年度）昭和60年3月  
5 日本私立大学連盟国庫助政対策委負会財政部会編「私大財政自書」（第1号～第12   
号）昭和47年11月～昭和59年7月  
6 三角菅生編著「学校法人会計基準詳説」第一法規 昭和47年  
820   
